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寒天 包埋活性炭ビー ズの 慢性腎不 全治療用経 ロ吸着剤

　　　　　と しての 検討 とク レ メジ ン の 評価†
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消化管内に は lfff中濃度 に相関 して 種 々 の 物質が

†1 本報の 内容は ，日本薬学会第113年会 （大阪，1993

　年3 月）で 発表 した ．本研究の
一

部は ，平成 3 年

　 度文部省科学研究費補助金 （奨励研究 （B）） に よ っ

　 た ．

†
2

熊本市本荘 1−1−1； 1−1−1，Honjo ，　 Kumamoto ，

　 860Japan

存在するが，腎不全患者に お い て も例 外 で は な

い
1｝． 活性 炭を経 口 投与 して ，消化管内で代謝性

老廃物や 尿毒症性毒素を直接 ， または腸管壁を介

して 吸着除去 し ， 臨床的に 腎不 全進行の 抑制お よ

び透析導入時期 の 延長を意図す る吸 着 療 法 は ，

1964年の Yatzidisらの 試み
2｝

に始 まる．そ の 後，

活性炭
3

・
4）
を中心 と し て ， 酸化デ ン プ ン

5・6  イ ォ

ン 交換樹脂あ るい は ウ レ ア ーゼ 等7｝
を用 い て 腎不
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全の 保存的療法が種 々 検討され た が ， 長 い 間実用

化ま で に は 至 らなか っ た，しか しなが ら，こ の た

び石油系炭化水素由来の 球形吸着炭
‘ ‘

ク レ メ ジ

ン
”

に尿毒症症状 の 改善効果が 認め られ，臨床の

場 に 供 され る こ ととな っ た．

　
一

方 ， 我 々 は これ まで に 粉末活性炭 の 優れた 吸

着能に 着目し新 しい 経 口 投与用剤形 の 開発を 目的

と して ， 粉末活性炭を寒天 で包理する こ とに よ り

顆粒状 と した 活性炭 ビ ーズ を試作 し
S｝

， 中毒解毒

剤9・10）
お よ び高脂血症治療剤

11）
と し て の 応用を検

討 して きた ．そ こ で 今回，本製剤の ク レ メ ジ ン 同

様 の 作用機作に よ る慢性 腎不全治療へ の 応 用 性

を，尿毒症性物質の 代表 として ク レ ア チ ニ ン を対

象と し て in 加 彦ro に お い て 検討 し た ．また ，
ク レ

メ ジ ン の 急性薬物中毒時の 解毒剤 と して の 適応を

想定 して ， い くつ か の薬物に 対する ク レ メ ジ ン の

吸着性 に つ い て も検討 した．

実 験 の 部

　 1．　試料および試薬類

　活性炭は 日本薬局方規格の薬用炭 （犬 日 ノ 出製

薬）を用 い ， ク レ メ ジ ン に つ い て は 呉羽化学工 業

よ り恵与され た ク レ メ ジ ン カ プ セ ル 200 
を 開封

して 試料 と し た ．ク レ ア チ ニ ン ，牛血 清 ア ル ブ ミ

ン
，　ト リ オ レ イ ン

，
コ ール 酸 ナ ト リウ ム ，テ オ フ

ィ リ ン
， 硫酸キ ニ ジ ン ニ 水和物 ， α

一
ア ミ ラ

ーゼ
，

ペ フ シ ン ，リ パ ーゼ ，ト リ プ シ ン お よび キ モ ト リ プ

シ ン は和光純薬工 業の試薬を用い た ．また ，
フ ェ

ノ パ ル ビ タ ール お よび ア セ トア ミ ノ フ ェ ン は，各

々 丸石製薬お よび 山之 内製薬 の 局方品を用 い た ．

パ ラ コ ー ト は ア イ ・シ ー ・ア イ ジ ャ パ ン 社 （現 ：

ゼ ネ カ   ） よ り提供を 受け た ．

　寒天包理活性炭 ビーズ は ， 4 ％寒天 （和光純薬

エ 業 ，

一
級）水溶液中に 粉末活性炭を 8 ％o の 割 合

で 分散させ る こ とに よ り得た 球形 ビーズ を減圧乾

燥 して 調製 した ．詳細は 先に 報告した 12）が
， そ の

重量 の 2！3が 活性炭，残 り 113 が 寒天か ら成 る顆

粒状製剤で あ り
81， 今回 の 実験に は 調製で きる主

分画で ある粒子径 297〜590μm （mesh 　size 　28！
48） の 大 ぎさの もの を使用 し た ．他の 試薬はすべ

て 試薬特級を用 い た ．

　 2． 吸着実験

　 1） ク レ アチ こ ン に対す る吸着性

　粉末活性炭お よび ク レ メ ジ ン を各 々 約 10mg ，

活性炭 ビーズ に つ い て は約 15mg を正確 に 秤 量

し，各 々 50m1 用三角 フ ラ ス コ に 入れ，精製水 に

て 種 々 の 濃度 （200〜1，　OOO　”g！ml ）に 調製 した ク

レ ァ チ ニ ン 溶液 10ml を 加え，37 ° C の 恒温槽中

で 24時間撹拌 した．撹拌停止後，0，45 μm の メ ン

フ フ ン フ ィ ル タ ー （Minisart　NML ，　 Sartorius
社）で ろ過す る こ とに よ り吸着剤を 除去 し，ろ液
中の 遊離 の ク レ ア チ ニ ン 濃度を Jaff6反応を応用

し た 測定 キ
ッ ト（ク レ ア チ ニ ン

ー
テ ス ト ワ コ

ー，和

光純薬工業）に よ り定 量 した ，次 に ， 初期濃度 と

の 差 よ り吸着剤 1g 当た りの 吸着 ク レ ア チ ニ ン 量

を算出 した ．な お ，飽和吸着量は 吸着平 衡状態に

お げる ク レ ア チ ニ ン 濃度と吸着剤 1g 当た りの 吸

着量 との 関係か ら，Langumuir の 吸着等温式を

用 い て算出し た lz〕，吸着速度の測定は， ク レ ア チ

ニ ン 水溶液 （1，　OOO　Pt9！ml ， 10　ml ）に 各吸着剤を

活性炭と し て 15mg ずつ 添加 して ， 72 時間ま で

検討 した．ま た，0．1M 　NaCl ，0．1％テ オ フ d リ

ン
， 2mM ＝ 一ル 酸ナ ト リ ゥ ム ， 1 ％e 牛血 清 ア ル

ブ ミ ン （BSA ）お よび 2．4mM ト リオ レ イ ン 存

在下 で 同様 の 実験を行 うこ とに よ り， ク レ ア チ ニ

ン 吸着に 及ぼす共存物 の 影響を検討 した ．

　2）　消化酵素類に対す る吸着性

　
α
一
ア ミ ラ ーゼ とペ プ シ ン は 37° C，リパ ーゼ

， キ

モ ト リ プ シ ン お よび ト リ プ シ ン は 21°C に お い て

pH 　7．4 リ ン 酸塩緩衝液中で接触させ る こ とに よ

り， 粉末活性炭，活性炭 ビ ーズ お よ び ク レ メ ジ ン

へ の 吸着量を比較 し た ．なお ，酵素類 の 定 量 は ，

紫外部 で の 吸光度 に よ り行 っ た ，

　3）　透析患者血漿中成分に対す る吸着性

　正確に秤量 した 吸着剤を透析患者血 漿 に 添 加

し ， 37°C3 時間振 と う後，遠心分離 し た．上 清

に 対 し て，小出 らの 高速液体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

（HPLC ）分析 13｝
を行い ， ク レ ア チ ニ ン ，尿酸お

よ び尿毒症性成分 （ピー
ク 2a お よび 2b）に対す

る吸着性を，吸着操作前後の 各 ピー ク 面積に よ り

検討 した ．

A

叫
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　4）　各種薬物に対する吸着性

　 冂本薬局方崩壊試験 法 に お け る 第 1液 （pH

L2 ）お よび 第 2 液 （pH 　6．8）を用 い て 種 々 の 濃

度に 調製 し た テ オ フ n リ ン ，フ ェ ノ バ ル ビ タ
ー

ル
，

キ ニジ ン ，ア セ ト ア ミ ノ フ ェ ン お よ び パ ラ コ ート

の 各溶液 に 薬用炭 （粉末活性炭） また は ク レ メ ジ

ン を添加 し，ク レ ア チ ニ ン に対する吸着試験 と同

様に 行っ た．なお，各薬物 の 定量は，紫外部極大

吸収波長 で直接吸光度 を 測定す る こ とに よ り行 っ

た．

結果お よび考察

　1． ク レ ァ チ ニ ン に 対する吸着性

　慢性腎不 全時の 代表的 な代謝性老廃物で ある ク

レ ア チ ニ ン に 対す る粉末活性炭，活性炭 ビ ーズ お

よ び ク レ メ ジ ン の 吸着等温 曲線を図 1に 示す．ク

レ ア チ ニ ン 濃度 の 上 昇に 伴い 各活性炭製剤 へ の 吸

着量 は 増加 し，あ る
一

定濃度以上 で は 吸着量 は
一一

定値に 近づ き吸着飽和現象 が確認され た ．活性炭

ビーズ， ク レ メ ジ ン 共に 粒形の た め ， 粉末活性炭

に 比 べ 低 い 濃度 で は 若干 ク レ ア チ ニ ン との 接触性

が劣る よ うに も 見られ た が ， 全般的に は 同様 の 吸

着挙動 を示 した ．ま た ，
こ れ らの デ ー

タ を 基 に

Langumuir の 式よ り飽和吸着量 を算出す る と，

各 々
， 粉末活性炭が 689mg ！g ， 活性炭 ビ ーズ が

ク
800

」
士60。

」
吸

着
400

量

物 2・・

活

性 　　o
炭 0 100200300400

　 　　　遊 離 の ク レ ア チ ニ ン 濃 度 　　（μ g〆mD

図 L 粉末活性炭，活性炭ビ ーズ お よび ク レ メ ジ

　　　 ン の ク レ ア チ ニ ン に 対す る 吸着等温 ［11綜

　　　 ○ ， 粉末活性炭 ；● ， 活性炭 ビーズ ；

　　 　 △ ， ク レ メ ジ ン

活性炭 ど
’
して 671m9 〆g お よ び ク レ メ ジ ン が 670

mg 〆g と， 三者 とも全 く同等で あ っ た ．ま た ，図

2 に 水中で の ク レ ア チ ニン の 吸着速度を示すが ，

三者 とも同様 の パ タ ーン で あ っ た ．ク レ ア チ ニ ン

の 活性炭製剤 へ の 吸着は，
一

般的 な薬物の 吸着速

度 に 比 べ か な り遅 い
1°）もの で あ り， 吸着平衡に 達

す る の に は 2 ， 3 日も要す る． こ れ は ， ク レ ア チ

ニ ン が芳香環を持た な い 低分子で ある た め に 疎水

性が 小さ く， そ の た め 活性炭 へ の 親和性 が低 い た

吸

着
　 　 100
率

％　　75

72

時　　50

間

値
　 　 　 25
を

100

と　　　O

す　　　　　0

る
丶ノ

12 24 　　 　　36

時間 （h ＞

48 72

図 2． 粉末活性炭，活性 炭 ピ ーズ お よ び ク レ メ ジ ソ の ク レ ア チ ニン

　 　　 に 対 す る吸 着速 度

　 　　 O ，粉末活性炭 ；● ，活性炭 ビ ーズ ；△ ，ク レ メ ジ ン
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吸
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率
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100BO
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too
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0

（
　 37 ℃．水 中，24h 吸 着

　 吸着 原液 ： 1mg 〆ml ，10m ［

　 活性 炭 　 ： 15mg

　 n．3，mean ±sem 瑟i韈 ）
図 3．　 ク レ ア チ ニン 吸着に 及ぼ す共存物の 影響

｛

め と考え られ る，

　した が っ て ， 共存物 の 影 響を受け易 い こ とが予

想 され た が，今回 の 検討結果を 図 3に 示 す． ま

ず，無機塩類 の 例 と し て NaCl を O．　IM の 濃度

で 添加する と，わずか で は ある が ク レ ア チ ニ ン 吸

着量が増加す る 傾 向 が認 め られ た ，無機塩 類共存

下で ， そ の 吸着能が損 なわれ る ど こ ろ か 逆に 増大

する と い う活性 炭の 特性は ， 我 々 は こ れ まで に も

被吸着対象が サ リチ ル 酸
2冫

， ゴ ール 酸 1“ ，キ ニ ジ

ン
9｝

お よ び パ ラ コ ー 1・　15）の 場合に も同様の 結果を

得て お り， 塩 類に よ る
一

種 の 塩 析効果に基づ くも

の と推測され た．また，活性炭 は，通常，薬物を

そ の 重量 1g 当た り数百 mg 吸着する こ とが知 ら

れて い る 16）

が，そ の 代表 として テ オ フ ィ リ ン を

0，1％ の濃 度で 共存する条件下 に お い て は ， ク レ

ア チ ニ ン 吸着量 は大きく減少 し テ オ フ
ィ リ ン に ょ

る強 い 競合的吸着阻害現象が認め られ た 、 ク レ ア

チ ニ ン に 比ベ テ オ フ ィ リ ン の 方が活性炭へ の 親和

性が強 く優先的に 吸着され る こ とが原因 と考 え ら

れる，

　 コ ール 酸存在下 に お い て は ，粉末活性炭に 比 べ

活性炭 ビ ーズ
，

ク レ メ ジ ン の方が ク レ ア チ ニ ン 吸

着量へ の 影響は小 さ く，逆 に BSA 存在 下 で は ，

活性炭 ビーズ お よび ク レ メ ジ ン の 方が強 く阻害 さ

れ る 傾向に あ っ た ．こ れは ，活性炭 ビーズ に つ い

て は 外側 の 寒犬層の 存在が，また， ク レ メ ジ ン に

関 し て は 外表面 の細孔 の サ イ ズ等が起因 して ，そ

の 結果 と して粉末活性炭 と若干 の 差が生 じた もの

と考え られ る．な お ，中性脂 肪の ト リ t レ イ ン

は ，い ずれの 活性炭製剤に お い て も大 きな影響を

及 ぼ さな か っ た．

　以上，今回検討 した 5 種類 の 共存物の 影響は ，

三者 の 活性炭製剤に お い て 大差 は 認 め られず，類

似 の 吸着阻害現象が 確認され た．した が っ て ，寒

天 を用 い て 粉末炭を経 口 用 の ビ ーズ状 と し て も吸

着能は損なわ れる こ とは な く， また，こ の 製剤は

全 く ク レ メ ジ ン と同等 の 吸着能 ， 吸着挙動を示 し

た．しか しな が ら，い ずれ の 製剤に お い て も，薬

物 ， 特に 芳香環を持 っ た 疎水性 の 薬物が存在する

と ， 活性炭表面が薬物に よ り優先的 に 占領され 有

一
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効表面積が極端に 小 さ くなる こ とに よ り， ク レ ア

チ ＝ ン を始め とす る 尿毒症性 物質の 吸着が大きく

損な わ れ 本 来の 治療効果を 発揮 し得な い こ と も危

惧 され ， 臨床上 十分注意す べ き点 と考え られ る．

また ， 蛋 白や胆汁酸類 の 吸着も考慮する 必 要があ

ろ う．

　2。　 消化酵素類に 対す る吸着性

　代表的な 消化酵素 5 種類 の 活性炭へ の 吸着性を

表 1 に 示す．粉末炭は い ずれ の 消化酵素に対 して

も高 い 吸着力を示 し た の に 対 し，活性炭 ビーズ へ

の 吸着性は非常に 低 い もの で あ っ た．消化酵素は

分子量数万 の 大きい 分子で ある た め に ， 寒天 ゲ ル

内 に 進 入 し難 い こ とが 主 な原因 と考え られ，寒天

包理活性炭 ビーズ の こ の 性質は ，経 卩 吸着剤と し

て 評価す る際に は 消化酵素類 に よ る 吸着阻害を受

け難 い とい う利 点と考え られ る，なお ， ク レ メ ジ

表 1． 消化酵素類 に 対す る粉末活性炭，活性炭 ビーズ お よび ク レ メ ジ ン の 吸着性

吸 着 率 （％ ） ω

戸
吸着対象酵集

粉 末 活 性 炭 活 性炭 ビ
ーズ ク レ メ ジ ン

α
一ア ミ ラ

ー
ゼ

ペ プ シ ン

リパ ーゼ

キ モ ト リプ シ ン

ト リ プ シ ン

S・1．8　 ±　 1．7

S2．9　±　　、8

95．5　± 　1，巳

93，5　±　 2．6

a5，D　±　 圧．o

13．n　±　 2．2

2V．5　 ±　 O．8

E9．1　 ±　 o、7

11．3　±　 ］．・1

21．2　±　 1．1

38，5　±　 1T

4ユ．3　± 　S、4

73．3　±　 1．3

10，7　±　 工，D

33．6　±　 7，口

；1）症頁諄蔓＃一：t斐　　　　　：　IOI119／ 上O川 1　（pli　T．4
　吸 着 剤 　 　　 ： 25mg （活性 炭 と し て ｝

　吸 着 平 衡時 間 ； 3時 間

　 n 　＝　：i、　　平 均 　：辷　S．E．M ，

リ ン 酸 塩 緩 衝 液 ｝

器
〉

⊃

正常人血漿

01020 　 　 30

腎不全患者血漿

蘊

　 　 　 0　　　 10 　　　20 　　　 30

　　　　　保持時闇 （分＞

HPLC 分析条件
　 カラム ；田

一
騨Eeo）ol ］met 　 stEhillze 己bア

　 　 　 　 slh ロ置 in，8mtiφX250nnL × ユ

　 展 開液 ；ロ，1nol　NtCl−O，　D2囗oL　Ha　 eii 匚9te，
　 　 　 　 pH　了，4，　］．　2ml／min

　 注入量 ： ヨOll1

　 検出　 ：uv　254m

010 　 　 　 20 　 　 　 30

図 4． 活性炭吸着処理 に よ る HPLC ヒ尿毒症性 ピ ーク 2a，2b お よ び 尿酸，ク レ ア チ ニ ン ピーク の 変化
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ン も同様に 消化酵素に 対 して は 弱い 吸着力 しか 示

さな か っ た．

　3．　透析患者血漿中成分に対す る吸藩性

　図 4 に 示す よ うに ，慢性 腎不 全患者 の 血 漿 を

HPLCi3）に て分析す ると，健常者に 比 ベ ク レ ア チ

ニ ン や尿酸の ピ ー
ク が大 きい ば か りか ，健常者で

は 見 られ な い 異常 ピ ーク，つ ま り尿毒症性 ピー ク

2a お よび 2b が特異的に検出 され る． こ の 透 析患

者血漿 に 対 し，in　vitro に お い て 活性炭吸着処理

を施す と，い ずれ の ピー
ク も小 さ くな り，活性炭

に よる 吸着除去が示唆 され た． 3種 の 吸着剤に よ

る 除去率を表 2 に 示す．

　まず ， 尿毒症性 ピ ー
ク 2a，2b に つ い て は， ク

レ メ ジ ン は もちろん，粉末活性炭お よ び活性炭 ビ

ーズ で も吸着除去 され得る こ とが確認され た．ま

た，全般的 に 見 て ピ ー
ク 2a に 比ベ ビー

ク 2b 成

分の 方が除去効率が良か っ た．

　
一

方，尿酸， ク レ ア チ ニ ン に 対 して も， 3種 の

吸着剤に よ り血漿中よ り効率良 く吸着除去が 可能

で あ っ た ，

　4．　各種薬物に 対する吸着性

　テ オ フ ィ リ ン に 対する薬用炭 （粉末活性炭） と

ク レ メ ジ ン の 吸着能を局方第 1 液お よ び第 2液 中

で 比較す ると全 く同程度で あっ た （図 5 ）．しか し

なが ら吸着速度に 関 し て は，図 6に 示 され る よ う

に ク レ メ ジ ン へ の 吸着 は 薬用炭に 比 べ は る か に 遅

い 過程で進行し，吸着平衡 に 達する時間も薬用炭

で は 約 30分で ある の に対 し，ク レ メ ジ ン で は 2 時

間程度 も要 し た ．こ れ は ， ク レ メ ジ ン が直径 0．2
〜0．4mm の 粒形で あるた め ll　， 内部の有効吸着

裘面 へ 到 達す る の に 多少時間が か か る こ とに起因

す る と考え られ る．

　中毒事故発生率の 高 い 5種類 の 薬物を選択 して

同様 の 吸着実験を行 い ，得 られ た データ よ り算出

｛

　表 2． 活性炭吸着処理に よ る HPLC 上 尿毒症性 ピー
ク お よ び 尿酸 ク レ ア チ ニ ン ピ ーク面 積の 変化

（a ）尿毒症性ピー
ク2a、2bの残存 ピーク面 積 〔％ ）

活性炭添加量 （9 ／ dl）

吸 着 剤 0，5 1，0 2．5

2a 2h 2a 2b 2a 2b

粉末 活 性 炭

活性炭 ビー一ズ

ク レ メ ジ ン

87．6± 4，3　　　60，6± 2．7

99．1± 6，3　　 81，1± 6．
’
t

81、G± 5，2　　　46，6±5，6

58，7± 2．2　　　］4、2± 2．5

74．9±6．0　　 4D，3± 4．3

53．D± 3．： 8．8± 3．O

39、7± 3．9　　　　　5，9±0．4

51鹽3± 4．0　　　　4，4± 0．9

34．4± 0，7　　　6．3± O．9
一

（b ）尿酸 （UA ）　 ク レ アチ ニ ン （Cr ） ピークの 残 存 面積 （％ ）

活性炭添加量 〔9 ／ dl）

吸着剤 o．5 1．o 2．5

UA Cr UA Cr UA 　 　 　 　 　 Cr

粉末活性炭

活性炭 ビ
ー

ズ

ク レ メ ジ ン

6．3±0、7　　　25．4± 2．3

16．3± 1，7　　　3a，5± 2．ユ

7．6± 1』8　　　21．3± 2．3

N、D， 6，4± o，3

4．0± O，2 　　 14，2± 1．臼

N．D、 6．5± 03

N．i〕．

N，D．

N，L）．

1．5± 0，4

3．G± 0，5

2．6± 0．2

N，D．　： r1〔｝t　detectable
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した 飽和吸着量 を表 3 に 示す． ク レ メ ジ ン は 粒状

で ある に もか かわ らず，一般的な薬物に 対 し て 粉

末炭と全 く同等の 吸着能を有す る こ と が 確 認 さ

れ，粉末炭に 代わ る新 しい 中毒解毒剤 と し て の 応

用の 可能性が示唆された ．

吸

着

テ

オ

フ

イ

リ

ン

量

600

400

200

o
　 〔｝

　
mig

　
6°°

活
　 　 400
性

炭
　 　 200

200 400600

　 5． 応　用

　透 析患者 1名の 社会復帰に 年間 500万円以上の

医療費を 要す る こ とを 考慮す る と，積極的な保存

的療法の 必要性は ，今後益 々 高ま る こ とが予想さ

れ る．した が っ て ，明確な透析導入遅延効果を持

つ 経 口 吸着剤 の 開発お よび 改良は 緊急を要する社

会的課題 と考え られ る，市 販品 の ク レ メ ジ ン との

比較 に よ り，我 々 の 試作 し た寒天包理 活性 炭ピー

100

（b）　局 方 第 2液 中 （pH　6．8）

O
　 O　　　　　200 　　　　 400 　　　　600

遊 離 の テ オ フ ィ リ ン 濃 度 （μ g／mi ）

図 5． 薬用炭 （粉末活性炭） お よび ク レ メ ジ ン の

　 　　 テ オ フ ィ リ ン に 対す る吸着等温 曲線

　 　　 O ，薬用炭（粉末活性炭）；△，ク レ メ ジ ン

　 　 8D

吸

着

率　60

％

　 　 40

20

　 　 　 0

　 　 　 　 0　　 30　　60 　　90 　 120 　　 240

　　　　　　　　 時間 （分 ）

図 6． 薬用炭 （粉末活性炭）お よ び ク レ メ ジ ン の

　　　 テ オ フ ィ リ ン に 対す る吸着速度

　　　 ○ ，薬用炭（粉末活性炭）；△ ， ク レ メ ジ ン

表 3． 各種薬物に 対す る 薬用炭お よ び ク レ メ ジ ソ の 飽和吸着量

局 方 第 】 液 ［pH ］ 2］ 局 方 第 2 液 〔PH 　 6．8 〕

薬　 物

薬 用 炭 　 　 ク レ メ ジ ン 薬 用 炭　　 ク レ メ ジ ン

テ オ フ ィ リ ン

フ ェ ノ バ ル ビ タ ール

キ ニ シ ン

ア セ トア ミ ノ フ ェ ン

パ ラ コ
ー

ト

41／

435

］14

5

73

415 〔ygnf，）

3goloo “
／、）

1D4 〔 91 ％）

雛 9195 ％）

f］］025％）

39T

［63

194

352

83

：鴨 i〕 〔9：凋

：！4s 〔 95均

161 〔83鵠

352 〔100’

〕

u6ul5 勾

「〔L9 ／ g 吸着剤、　 （　 ）： 薬用炭 に 対 す る 割 合

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society of Pharmaceutical Health Care and Sciences

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoeutioal 　Health 　Care 　and 　Soienoes

272 病 院 薬 学 Vol．20，　 No ．4 （1994）

ズ に も慢性腎不全治療へ の 応用性 が示唆され た ．

また，寒天 に 緩下作用が ある こ とか ら，活性炭 ビ

ーズ に は 活性炭 の 副作用 で あ る便秘を生 じ難 い 利

点 も期待され る，今回 は ，そ の 活性炭原料 と し て

は 犬日 ノ 出製薬の 局方品を用 い た が，活性炭 は そ

の 原料 お よび製法 （賦活法）に よ り対象物質に対

する 選択性 も異な る
17｝

こ とか ら，慢性腎不全時に

蓄積す る代謝性老廃物や尿毒症性毒素の 吸着に 適

す る活性炭原料 の ス ク リーニ ン グを さ か の ぼ っ て

検討する必要もあろ う，

　他方， ク レ メ ジ ン の 中毒治療分野へ の 応用 に 関

して 評価する と， ク レ メ ジ ン は造粒さ れ た 球形炭

に もか か わ らず，種 々 の 薬物に 対 して 通常 の 薬用

炭 と比較し て も遜色 の な い 吸着能を有 し て い る，

現在，巾毒治療 へ の 適応を持 つ 活性炭製剤 と し て

は 飛散性 ・付着性等の 問題か ら取 り扱い 難 く， し

か も服用困 難な薬用 炭 しか な い こ とか ら判断す る

と ， 中毒解毒薬 と して も ク レ メ ジ ン は 十分評価に

値す る 吸着剤で あ り，臨床応用 が期待さ れ る と こ

ろ で ある，
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